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医療法人横浜博萌会 

西横浜メディカルケアグループ 

 

〈報道関係者各位〉 

2023年 11月 22日 

医療法人横浜博萌会 

 

11月 30日は「人生会議の日1」 

患者・家族・医療者の独自のコミュニケーションツール 

『人生会議ノート』を作成 
人生会議は、“もしもを考える”会議ではなく、“最期まで自分らしく生きるため”の会議 

 

医療法人横浜博萌会（神奈川県横浜市戸塚区汲沢町 56、理事長：高木啓吾）は、11 月 30 日の「人生

会議の日」を前に、当法人独自の『人生会議ノート』を作成し、2023年 11月 1日から運用を開始しまし

た。「もしものときに大切にしたいこと」を考えることで、患者さん一人ひとりが最期まで自分らしく生き

ることができるよう支援します。 

 

人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）とは、もしものときに望む医療やケアについて前もっ

て考え、家族や医療者が話し合い、共有する取り組みのことです。 

当法人が運営する西横浜国際総合病院 在宅医療センターでは、在宅療養支援病院として年間約 80

件の看取りを行っています。これまで、在宅医療の開始時にはリビング・ウィル2、入院時には DNAR3を

活用し、療養の方針を決定していました。しかし、従来の方法では療養の方針は決定できても、方針の根

底にある人生観や生死観に触れる機会に乏しく、また、一刻を争う状況では深く考える時間がないまま

延命治療を開始してしまったり、親族間で意見が対立してしまう場面が少なくありませんでした。また、

本人や家族が希望したとおりに最期を看取った場合でも、「はたしてこれで本当に良かったのか」という

後悔の念は、ほとんどの家族が持たれます。 

リビング・ウィルや DNARの前に人生会議を行うことは、療養の方針決定の理由を本人と家族が共有

できるほか、事前の情報収集のきっかけにもなります。地域の看取りを担う医療機関の使命として、患者

本人が納得して最期まで自分らしく生きることができ、家族の後悔の念を少しでも軽くする支援が必要

と考え、この度、当法人独自の人生会議ノートを作成しました。 

 

当法人では2003年より近隣高齢者施設と連携強化を図る「医療・介護連携ネットワークYW」を構築

しており、今後は連携施設においても人生会議ノートを活用する予定です。当法人のみならず近隣施設

でも人生会議ノートが定着することで、地域の高齢者医療・介護の質の向上に寄与します。 

 
1 11 月 30 日を「いい（11）看取（30）り、いい（11）看取（30）られ」にかけ、人生の最終段階における医療・ケアについて考える日

として 2018 年に厚生労働省が制定。 
2 リビング・ウィル（生前意思表明）とは、病気や事故で回復が望めない状態になった時、本人・家族がどのような医療を望むか、また

は望まないかを表明するもの。 

3 DNAR（do not attempt resuscitation）とは、あらゆる治療を講じても回復の見込みがない、あるいは救命の可能性がない状態の患者が

尊厳を保ちながら死にゆく権利を守るために、心停止時に心肺蘇生を試みない事前指示。※DNAR の許諾後も緩和ケアなどの必要と判断

される治療・ケアはインフォームドコンセントに基づいて行う。 
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【コメント】西横浜国際総合病院 院長 三瓶建二 

医師になって 40 年、さまざまな方を看取ってきました。その中で最後まで意識のある方は数える程

度で、ほとんどの方は、意識がないまま亡くなられます。意識があってもその時に何かを判断できる方は

ほぼいません。 

これまでの医療は、1分でも 1秒でも長く命を繋ぐことを目指してきました。しかし、世はうつろい、価

値観、生死観も変わってきました。自分の死にあたり、どうしたいかを既に決めている方もいます。一方、

そんなことを考えたこともない方もいます。亡くなるまでどう生きたいのか、何をしたいのか、あるいは

何をしたくないのか、人生会議ノートにそのあらましが書いてあります。まずは、ノートと対話することか

らはじめてみてください。それから、近しい人と考えたことなど話してみていただければと思います。 

 

【資材】 

◼ 人生会議ノート〈要約版〉 （A4見開き 4ページ） 

方針の核となる部分を記載でき、入院時に配布してい

ます。人生会議に対し「よくわからない」などのハード

ルを感じている方への導入版としても活用していま

す。 

  

◼ 人生会議ノート〈詳細版〉 （B5中綴じ 16ページ） 

方針の核のほか、考えの背景にある経緯や人生観を記

載できます。人生会議についてより詳しく知りたい方

や、要約版を経て、さらに深く話し合いたい方向けの

内容です。 

 

◼ WEBサイト特設ページ 

西横浜国際総合病院ホームページ内にて、人生会議の概要やダウンロード可能資材、当法人の指針

を公開しているほか、三瓶建二医師が実際に記入した人生会議ノートを紹介しています。 

URL：https://www.nishiyokohama.or.jp/aboutacp/ 

 

 

医療法人横浜博萌会 西横浜メディカルケアグループについて 

医療法人横浜博萌会は、セコム医療システム株式会社の提携医療機関として、西横浜国際総合病院を

中心に、にしよこ整形外科クリニック、にしよこ在宅クリニック、訪問看護ステーションにしよこはま、介護

サービス事業所ケアプランセンターにしよこはま等を展開しています。安心・安全の医療・介護を提供す

ることを理念に掲げ、「生命と人権の尊重」「良質な医療、介護の提供」「地域医療、介護への幅広い貢献」

に努めるとともに、予防・急性期医療から回復期・在宅医療の分野まで網羅し、信頼のおける医療グルー

プを目指しています。 

 

取材に関するお問い合わせ 

医療法人横浜博萌会 西横浜国際総合病院 広報・マーケティング室 （担当：有賀） 

Tel. 045-871-8855   Fax.045-862-0673 

Mail. k-aruga@nishiyokohama.or.jp 

https://www.nishiyokohama.or.jp/aboutacp/

